
 

11月１日（金）から県民週間始まります。授業参観や生徒への声かけをお願いします。  

 

 

 

朝日中通心 
生徒数 （令和元．７．１現在） 総数 312名 

１年 113 名  ２年 94 名  ３年 105 名 

令 和 元 年 1 0 月 3 0 日 
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あ
い
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つ
は
心
の
キ
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ボ
ー
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本
校
の
生
徒
は
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り

が
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、
部
活
動
や
各
種
コ

ン
ク
ー
ル
出
品
、
弁
論
、
英
語
暗
唱
な
ど
多
く
の
実
績
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
頑
張
り
と
努
力
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
一
方
、
「
自
分
か
ら
大
き
な
声
で
」
を
心
が
け
た
あ

い
さ
つ
を
し
よ
う
と
全
校
朝
会
等
で
話
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

以
前
よ
り
は
良
く
な
っ
た
も
の
の
ま
だ
ま
だ
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
部
活
動
で
は
で
き
る
の
に
何
故
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

そ
こ
で
、
も
う
一
度
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
を
ボ
ー
ル
に
た
と
え
て
み

る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
学
校
に
登
校
し
て
き
た
と
き
に
「
お

は
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
、
そ
し
て
相
手
か

ら
も
「
お
は
よ
う
」
と
ボ
ー
ル
が
返
っ
て
く
る
。
そ
う
す
る
と
、

と
て
も
心
地
よ
い
一
日
が
始
ま
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
り
ま

せ
ん
か
？ 

つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
あ
い
さ
つ
が
、
相
手
や
周
り
の
人
々
を

明
る
く
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
ま
た
ち
ょ
っ
と
し
た
あ

い
さ
つ
か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
り
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で

す
。 私

も
い
ろ
い
ろ
な
学
校
を
訪
問
し
ま
す
。
生
徒
の
皆
さ
ん
が

「
こ
ん
に
ち
は
」
と
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
て
く
れ
る
学

校
や
あ
い
さ
つ
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
学
校
は
、
学
校

全
体
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、
明
る
い
雰
囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
活
気
や
明
る
い
雰
囲
気
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
『
あ
い
さ
つ
の
あ
ふ
れ
る
』
朝
日
中
学
校

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
生
徒
同
士
、
先
生
や
保
護
者
、
地
域

の
方
々
に
「
あ
い
さ
つ
」
と
い
う
心
の
ボ
ー
ル
を
毎
日
の
生
活

の
中
で
投
げ
続
け
て
、
明
る
く
元
気
な
朝
日
中
学
校
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。 

 

十
一
月
一
日
（
金
）
は
、
学
習
発
表
会
で
す
。
た
く
さ
ん
の

保
護
者
や
地
域
の
方
の
参
観
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

そ
の
際
は
、
生
徒
の
あ
い
さ
つ
に
つ
い
て
御
意
見
を
聞
か
せ

て
も
ら
う
ア
ン
ケ
ー
ト
も
準
備
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
話
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

十
月
二
十
五
日
（
金
）
に
家
庭
教

育
学
級
で
、
自
然
の
家
の
職
員
を

招
聘
し
て
、
ジ
ェ
ル
ア
ー
ト
の
制

作
を
行
い
ま
し
た
。
家
族
一
緒
の

制
作
に
な
り
、
親
子
で
楽
し
く
、
世

界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
作
品
を
つ
く

り
ま
し
た
。
作
品
に
つ
き
ま
し
て

は
、
学
習
発
表
会
で
展
示
し
ま
す
。 

 

芸
術
の
秋
で
す
。
十
一
月
一
日

（
金
）
は
、
学
習
発
表
会
で
す
。
生

徒
の
作
品
も
展
示
い
た
し
ま
す
の

で
、
多
く
の
方
の
御
来
校
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。 世

界
に
一
つ
だ
け
の
ジ
ェ
ル
ア
ー
ト 

十
月
十
二
日
（
土
）
に
学
級
弁
論
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
国
語
科
の
週
末
課
題

で
「
南
風
録
」
の
書
写
や
自
分
の
考
え
を
書
か
せ

て
い
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
テ
ー
マ

が
豊
富
で
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
増
え
て
い
ま
し

た
。
自
分
の
主
張
を
堂
々
と
伝
え
る
様
子
が
み

ら
れ
、
お
互
い
に
考
え
を
深
め
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
多
く
の
保
護
者
の
参
観
も
あ
り

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
は

さ
ら
に
多
く
の
方
の
参
観
を
お
願
い
し
ま
す
。 

多
彩
な
テ
ー
マ
で
思
い
を
伝
え
る 

 

十
月
七
日
（
月
）
に
、
一
年
生
を
対
象
に
赤
ち

ゃ
ん
先
生
に
よ
る
授
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
と
マ
マ
が
訪
問
し
、
学
び
・
癒
し
・
感
動

を
共
有
し
、
人
と
し
て
一
番
大
切
な
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん

の
表
情
を
読
み
取
っ
た
り
、
ふ
れ
あ
っ
た
り
す

る
こ
と
で
、
自
然
と
子
ど
も
達
の
顔
も
感
情
あ

ふ
れ
る
顔
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
だ

時
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
大
切
な
こ
と
学
び
ま
し
た 

 

  

 

自 主 

創 造 

規 律 

琢 磨 
自分の生き方を求め 今を大切にする

朝日中生を育成する 



令和元年度全国学力・学習状況調査結果について（３年生を対象に４月に実施） 

１ 本校の教科に関する結果概要 

平均正答率 

教 科 

令和元年度 

全国平均 

正答率 

県平均 

正答率 

本校平均 

正答率 

全国平均

との差 

県平均と

の差 

国語 72.8 70.0 66.0 －6.8 －４ 

数学 59.8 57.0 50.0 －9.8 －７ 

英語 56.0 53.0 45.0 －11.0 －８ 

２ 質問紙調査の結果について 

 ⑴ 生活習慣 

  ア 朝食を食べていますか。 

 本校 県 全国 

① 食べている 83.5 84.5 82.3 

② どちらかと言えば食べている 9.9 10.2 10.8 

③ あまり食べていない 6.6 3.9 4.9 

④ 全く食べていない ０ 1.3 2.0 

  イ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 

 本校 県 全国 

① している 34.1 34.6 33.6 

② どちらかといえばしている 41.8 46.5 44.4 

③ あまりしていない 20.9 15.9 17.8 

④ 全くしていない 3.3 2.9 4.2 

  ウ 毎日同じくらいの時刻に起きていますか。 

 本校 県 全国 

① している。 53.8 58.2 57.0 

② どちらかといえばしている 41.8 35.9 35.8 

③ あまりしていない 3.3 4.9 6.0 

④ 全くしていない 1.1 0.9 1.2 
 

【結果概要についての分析】 

国語、数学、英語の国語の県平均

（－４）以外、県平均、全国平均を５

ポイント以上大幅に下回った。正答

数分布から、国語においては、県、全

国と同じような分布が見られ、全体

的な底上げが必要である。数学、英語

については、県、全国と比較すると正

答数が低い生徒の割合が高い。特に

英語については、正答数分布が左寄

りであり、基礎的・基本的な力をつけ

ていく必要がある。 

解答時間についての質問で、国語

については、おおまか時間内に終わ

っている状況がみられるが、数学は、

15.5％、英語については、34.1％の生

徒が「解答時間が少なかった」とする

結果がでている。問題の解き方やス

ピードについて今後改善を図ってい

く必要があると考えられる。 

大学入試、高校入試の出題傾向

や、社会から求められる学力が変化

しており、授業改善はもちろんだ

が、確実な学力の定着を図るため

に、家庭学習を定着させ、多くの良

問に挑戦するチャンスを作っていく

必要がある。特に、文章や図、グラ

フなどをみて、自分自身の考えをま

とめ、表現（記述）する力を高める

必要がある。 

【生活習慣分析】 

就寝時間が安定していない生徒の割合が高く、朝食を「あまり食べていない」と解答する生徒の割合が高い。遅くまで

起きて、食べる時間がないことや食欲がないことが予想され、熱中症や体調不良の原因となっていると考えられる。就寝

時刻が遅くなる原因がなんであるのか？ＳＮＳなのか、家庭学習（部活動）なのか判断し、改善を図る必要がある。 

特に、ＳＮＳの利用については、基本的には家庭の躾の部分であることを十分理解させるため、保護者への啓発を具

体的に推進していく必要があるとともに、幼少期から保護者が本気で取り組まないといけないことを周知していきたい。 

⑵ 自己意識 

ア 自分にはよいところがあると思いますか。  

 本校 県 全国 

① そう思う 25.3 24.5 29.0 

② どちらかといえばそう思う 46.2 47.7 45.1 

③ あまりそう思わない 23.1 20.7 18.6 

④ そう思わない 5.5 7.0 7.3 

イ 将来の夢や目標を持っていますか。 

 本校 県 全国 

① もっている  51.6 48.4 44.9 

② どちらかといえばもっている 16.5 24.2 25.6 

③ あまりもっていない 22.0 17.7 17.9 

④ もっていない  9.9 9.6 11.5 
 

自己肯定感については、発達段階

における影響がみられると思うが、

よいところがないと思う生徒の割合

が高い。設営や生活の記録に称賛の

機会を更に増やしていきたい。 

将来の夢や目標がはっきりとして

いない生徒の割合が高い。進路学習

については、保護者へも広報し、でき

るだけ保護者も一緒に学習すること

で、家庭での話題づくりに努めてい

きたい。また、校外での体験学習や新

聞を効果的に活用することで、職業

に関する興味を高めていきたい。 

11月行事 

１日（金） 学習発表会 

２日（土）～４（月） 大規模電気工事のため閉校 

５日（火） ３年実力テスト、３年進路説明会・PTA 

８日（金） １年環境ボランティア、３年健康教室 

９日（土） 子ども人権プロジェクト 

11日（月） ２年修学旅行出発 

15日（金） ２年休養措置 

19日（火）～３年三者面談、１、２年教育相談 

22日（金）～ 期末テスト前部活動休止 

29日（金） 学校保健委員会、学年、学級 PTA 

30日（土） 国際交流派遣事業報告会 

 11月の言葉    自分の力は自分にしか出せない 

              「できる」と言った時点で自分の可能性が一歩広がる 


